
◉モニュメント
シンボルロード線を「進化の道」と
位置づけてモニュメントを整備。
12種類の化石やカルカロドントサ
ウルスなどを設置。事業費３千万円。

◉広報支援活動
町内外への情報発信を強化。ふねま
るやラッピング車両、ホームページ、
街灯用フラッグ、まち歩きガイドな
どを制作。事業費2.6千万円。

◉ふれあい広場
町内初の本格公園。敷地面積は約
14,800平方㍍で、大型遊具やター
ザンロープ、健康遊具、噴水、ジョギ
ングコースを整備。事業費7.1億円。

◉恐竜博物館
九州最大規模の恐竜専門の博物館。
館内には、アパトサウルスなどの等
身大の全身骨格標本19体や化石標
本約800点を展示。事業費７億円。

◉街なかギャラリー
「白壁のまち」で繁栄した本町通り
を代表する江戸後期建築の大型町家
を補修。個展や文化交流、ミニコン
サートなどに利用。事業費2.1億円。

◉観光交流センター
町内の観光情報を発信する施設。休
憩スペースや情報検索コーナー、図
書コーナーを設置。来館者を観光ス
ポットへ案内。事業費1.9億円。

◉駐車場
役場周辺の公共施設利用者の駐車場
を新設。収容台数122台。カルチャー
センターやスポーツセンターのイベ
ントで混雑を解消。事業費6.5千万円。

◉コミュニティ道路
本町通りの道路をカラー舗装で改
修。シンボルロード線を軸に、商店
街を安全にまち歩きできる環境を整
備。事業費6.2千万円。

◉御船地区都市再生整備計画

地域の歴史や文化、自然環境を
いかした個性あるまちづくり
を目的に、平成20年度に策定。
創意工夫によるオーダーメイド
型のまちづくりを可能とした。

感謝状贈呈
事業に尽力した４社に、感謝状と記念
品が贈られました（順不同、敬称略）。

㈱都市環境研究所九州事務所
玉野総合コンサルタント㈱
㈲モビーディック九州造形研究所
プランニングオフィス発見の森

↑感謝状を受け取る㈱都市環境研究
所九州事務所顧問の玉田孝二さん㊨

まちづくりで全国表彰
平成23年７月、都市再生整備計画
で優良な地区などを表彰する「ま
ち交大賞」で、御船町が計画地区の
最優秀賞となる創意工夫大賞を受
賞。地域資源を活用したまちづく
りアイデアが高く評価されました。

恐竜電車で御船町を宣伝

平成25年10月から翌年８月までの
期間、「恐竜電車」が熊本市内を運
行。恐竜博物館オープンの宣伝を目
的に、熊本市電に肉食恐竜の骨格シ
ルエットと地層をモチーフにしたデ
ザインでラッピング装飾しました。

御船地区都市再生整備計画事業の詳細は
ホームページをご覧ください。
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